
シルバー人材センター理念

会員自らが運営に参加する組織です。

ヨシッ！

高野山　奥之院　／「恭賀新年」書：会員　五郎丸尚三（松沢地区）

《自主・自立・共同・共助》

令和元年度　安全就業スローガン
なれた作業にも　安全管理
心引き締めて　いい仕事!!

会員数 360名（男性214名・女性146名）令和元年12月31日現在

シンボルマーク
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
も
、

地
域
社
会
を
支
え
る
就
業
や
活
動
を
通
じ
て
、﹁
健
康
づ

く
り
﹂
、
﹁
地
域
貢
献
﹂
、
﹁
生
き
が
い
づ
く
り
﹂
に
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
就
業
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
は
、
お
礼
と
と
も
に
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
健

康
、
ご
多
幸
、
ご
繁
栄
を
念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
も
２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
役
職

員
一
同
は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
発
展
方

向
を
見
据
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
セ
ン
タ
ー
の
課
題
に
取

り
組
み
、
会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
変
革
や
改
善

を
進
め
、
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
小
矢
部
市
に
と
っ

て
も
、
会
員
に
と
っ
て
も
頼
り
に
な
る
、
魅
力
あ
る
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
た
い
と
、
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
マ
ン
パ
ワ
ー
集
団
と
し
て

の
基
盤
で
あ
る
会
員
拡
大
を
視
野
に
、
セ
ン
タ
ー
の
魅
力

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
①
会
員
拡
大

や
事
業
開
拓
を
含
め
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
運
営
に
参
画

す
る
会
員
の
励
み
と
な
る
よ
う
、
新
年
一
月
一
日
か
ら
新

た
に
﹁
ポ
イ
ン
ト
表
彰
制
度
﹂
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
、
②
健
康
や
家
庭
事
情
等
に
よ
り

就
業
困
難
と
な
っ
た
会
員
が
社
会
的
に
孤
立
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
同
好
会
活
動
な
ど
を

通
じ
て
会
員
に
社
会
参
加
や
地
域
貢
献
の
機
会
を
提
供
す

る
﹁
特
別
会
員
制
度
﹂
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
③
会
員
互
助
会
に
お
い
て
も
、
新
た
に
﹁
そ
ば
打
ち

同
好
会
﹂
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
趣
味
や
人
と
の
つ
な
が

り
を
通
じ
た
生
き
が
い
の
場
を
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
迅
速
的
確
に

対
応
し
、
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら
頼
ら
れ
る
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
に
貢
献
し
、
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

理
事
長
　
　

柴

田

敏

秋



令和元年11月７日、小矢部市長桜井森夫様及び小矢部市議会議長福島正力様へ令和２年度

要望を行いました。

柴田理事長、中村副理事長、清水専務理事兼事務局長が、運営・事業費補助金の予算要望を

趣旨とした要望書を提出しました。

また、令和元年12月20日、小矢部園芸高等学校長島田誠治様へ、専攻科生徒の皆様にシル

バー人材センターへの入会・就業を勧める場を設けていただくよう要望いたしました。

柴田理事長、高西業務委員長以下業務委員会、清水専務理事兼事務局長が、近年人手不足と

なっている剪定や雪吊り等の分野において、造園系列の専門的知識や技術を持った会員確保を

目的として要望いたしました。

小矢部市等への支援要請について
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
令
和
２
年
の
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
市
政
発
展
に
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
管

理
等
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
も
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
就
業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
参

加
活
動
を
通
じ
、
本
市
に
お
け
る
高
年
齢

者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
と
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
や
活
性

化
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
事
業
や
空
き
家
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
い
た
だ
き
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
市

民
生
活
に
お
け
る
利
便
性
の
高
い
取
り
組

み
の
展
開
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
市
で
は
、﹁
第

７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
﹂
の
中
で
、

高
年
齢
者
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂

の
深
化
・
推
進
を
重
点
目
標
と
し
、
人
や

資
源
等
が
密
接
に
つ
な
が
っ
て
地
域
を
共

に
創
っ
て
い
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
豊

富
な
知
識
と
培
わ
れ
た
経
験
を
活
か
し
、

社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
社
会
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
貴
セ

ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
、
よ
り
一
層
重
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。第

７
次
総
合
計
画
で
目
指
し
ま
す
﹁
魅

力
・
安
心
・
充
実
　
し
あ
わ
せ
　
お
や
べ
﹂

の
実
現
の
た
め
、
皆
様
方
に
は
、
ど
う
ぞ
、

今
後
と
も
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛

躍
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

小
矢
部
市
長
　
　

桜
井
　
森
夫
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事務局からのお知らせ

区　　分 内　　　　　　　容 ポイント

総会出席 定時総会、臨時総会への出席 10

役員等就任

理事、監事 10

地区連絡委員、作業班班長 10

互助会役員
会　長 10

その他 ５

研修会、地区懇談会参加

センター主催の研修及び活動、並びに
互助会主催事業への参加

安全就業講習会 10

地区懇談会 10

その他 ３

新たな互助会事業の提案・実施（一事業毎） 10

新規会員紹介 紹介された方の新規入会（一人毎） 30

事業開発 新たな事業の提案・実施（一事業毎） 20

安全就業スローガン応募 安全就業スローガンへの応募（応募年度に１回のみ） ５

ポイント基準表（抜粋）

当センターでは、会員の目的意識の向上やセンター行事への参加促進、新入会員の確保等、セン

ター事業や会員活動の充実を目的として、「ポイント表彰制度」を創設し、令和２年１月から運用

を開始します。

センターや会員互助会が主催する行事に出席・参加したり、お知り合いの方やご友人を新しく会

員として紹介していただく等、センター事業に積極的に活動していただいた方にポイントを付与

し、取得ポイント上位者を表彰する制度です。

ポイントの対象期間は１事業年度（毎年４月１日から翌年３月31日まで）とし、取得ポイント

の繰越しはできません。ただし、ポイント表彰制度運用初年度となる今回は、令和２年１月１日か

ら令和３年３月31日までとします。

①ポイント表彰制度

当センターでは、年齢や体力的な理由等、様々な理由によって就業が困難となってしまった方々

の健康維持、地域貢献や社会参加を支援するため、令和２年４月１日（令和２年度）から「特別会

員制度」の運用を開始します。

就業できなくても、会員としてセンターに在籍し、総会への出席やボランティア活動のほか、会

員互助会が主催する同好会、会員のつどいや親睦旅行等に参加し、健康維持、仲間づくりや生きが

いのため等、これまでと同様に「シルバー会員」としての充実した生き方をご提案します。

②特別会員制度

ポイント表彰制度や特別会員制度についての詳細は事務局へお尋ねください。

また、それ以外のお問合せや就業に関するお悩み等、何でも気軽に事務局へ

ご相談ください。

特別会員の資格

　①センターに５年以上在籍し、特別会員制度の趣旨に賛同いただける会員

　②理事会で特に認められた会員

区　　分 就　　業 講習会等 ボランティア活動 親睦旅行 年 会 費 互助会費

通常の会員 ○ ○ ○ ○ 2,000円 500円

特 別 会 員 × ○ ○ ○ 1,000円 500円
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ハーブのある暮らし講座＆シルバーお仕事説明会

「おやべ元気フェスティバル2019」に参加

令和元年12月６日（金）、当センター２階会議室において、小矢部市内で生産されている農産物

に興味、関心を高め、生産・加工・販売への就業につなげることを目指して、「ハーブのある暮

らし講座」を開催しました。講師に「ハーブガーデン平田」代表の金丸晴美さんをお招きし、暮

らしの中でのハーブの活用法などを講義いただきながら香り袋を作成したり、ハーブティーの試

飲会を行いました。

当日は会員以外の方にも参加いただいており、講習終了後お仕事説明会も実施しました。

令和元年10月５日（土）クロスランドおやべにおいて、「おやべ元気フェスティバル2019」が開

催されました。

会場では、ステージ発表、木工等の体験コーナーや展示コーナー、身長・体重・血圧等の健康

測定コーナー、スポーツ体験コーナーやシルバー事業の紹介コーナーがありました。　当日は、

好天にも恵まれ、沢山の来場者があり、シルバー事業の紹介コーナーでのシルバー会員活動紹介

のための写真展示や、「空き家サポートサービス事業」の紹介チラシと「お仕事説明会」の会員

募集のチラシを配布しました。

今回は、当センターの役職員に加え、富山県シルバー人材センター連合会の職員にもご協力い

ただきました。
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ボランティア活動終了後、会員互助会によりお弁当が振舞われ、他地区、他職種の方たちと一

緒に食事をしながら楽しい交流の場となりました。

交通安全講習会の後、会員及び役職員を含めて約90名がボランティア活動に参加しました。

農村環境改善センターの敷地内、クロスランドおやべのパターゴルフ場内、総合保健福祉セン

ター周辺の清掃活動を行いました。当日は天候にも恵まれ、無事に終えることができました。

小矢部市農村環境改善センターにおいて小矢部警察署交通課長長谷部秀朗氏を迎え県下及び市

内の事故状況などについて説明がありました。全国的にも、高齢者が関係する事故が増えていま

す。早めのライト点灯、歩行時の反射材の着用等、気を付けましょう。

（会員のつどい）

（ボランティア活動）

（交通安全講習会）

令和元年10月9日（水）

12月８日（日）に宮島そば打ち道場で、「そば打ち体験会」を

開催しました。今回の参加者は14名で、新そばの香りを楽しみ

ながら、会員同士

の交流も深まり、

笑顔が溢れる楽し

いひとときとなり

ました。

「そば打ち体験会」開催

互助会長
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毎
年
恒
例
の
互
助
会

一
泊
研
修
会
が
、
10
月

24
日
︵
木
︶
〜
25
日

︵
金
︶
の
一
泊
二
日
で

行
わ
れ
、
楽
し
い
旅
行

を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
他
県
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
視
察
研
修
が
な
く
残
念
で
し

た
が
、
互
助
会
事
業
と
し
て
、
観
光
と
親
睦
を
目
的
と
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
午
前
７
時
に
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
多
目
的
駐

車
場
を
出
発
し
、
一
路
目
的
地
へ
と
向
か
っ
て
車
を
走
ら

せ
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
ひ
た
走
り
、
何
度
か
の
休
憩

を
と
り
な
が
ら
、
名
古
屋
へ
入
り
、
東
名
阪
自
動
車
道
に

向
か
い
ま
し
た
。
車
中
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
や
添
乗
員
さ
ん

の
楽
し
い
話
で
退
屈
せ
ず
、
隣
の
人
と
の
話
も
弾
ん
で
、

半
日
の
車
中
の
旅
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

昼
食
は
﹁
道
の
駅
　
針
テ
ラ
ス
﹂
で
、
ゆ
っ
く
り
と
歓

談
し
な
が
ら
、
お
酒
も
少
し
入
り
、
楽
し
い
食
事
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
売
店
で
は
思
い
思
い
の
お
土
産
を
手
に

入
れ
、次
の
目
的
地
で
あ
る
奈
良
県
桜
井
市
の
﹁
長
谷
寺
﹂

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

雨
も
降
り
だ
し
、
足
場
が
悪

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
長
谷

寺
で
は
、
仁
王
門
よ
り
先
は
屋

根
付
き
の
登
廊
が
あ
り
雨
に
濡

れ
ず
に
参
拝
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
本
尊
の
十
一
面
観
世
音

菩
薩
︵
御
身
の
丈
三
丈
三
尺
＝

10
ｍ
余
り
︶
の
特
別
御
開
帳
が

あ
り
、
立
派
な
観
世
音
菩
薩
を

拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
牡
丹
寺
と
し
て
有
名
な
お
寺

と
い
う
こ
と
で
、
登
廊
の
両
側
に

木
が
あ
り
、
春
に
は
見
事
な
花
回

廊
と
な
る
こ
と
を
想
像
し
、
花
の

時
期
に
ま
た
来
た
い
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

次
の
訪
問
地
﹁
聖し

ょ
う
り
ん
じ

林
寺
﹂
に
は

国
宝
の
十
一
面
観
音
菩
薩
︵
木
心

乾
漆
像
︶
と
本
堂
の
子
安
延
命
地

蔵
菩
薩
を
住
職
の
丁
寧
な
説
明
で

拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
京
奈
和
自
動
車
道
を

通
り
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
続
く

山
道
を
暗
く
な
る
中
ひ
た
す
ら
走
り
、
宿
泊
地
の
高
野

山
﹁
宝
善
院
﹂
に
到
着
。
午
後
６
時
に
は
食
事
兼
懇
親
会

も
始
ま
り
、
精
進
料
理
の
会
食
、
お
酒
も
ど
ん
ど
ん
出
て

大
盛
り
上
が
り
。
精
進
料
理
で
飲
む
お
酒
も
ま
た
美
味
な

り
。
明
朝
の
勤
行
の
た
め
、
午
後
９
時
に
は
消
灯
、
早
々

に
就
寝
し
ま
し
た
。

25
日
は
、
早
朝
５
時
に
起

床

し
、

空

海

さ

ん

の

朝

食

﹁
生し

ょ
う
じ
ん
ぐ

身
供
﹂
を
見
る
た
め
、
ま

だ
真
っ
暗
な
中
、
数
々
の
墓
地

が
並
ぶ
御
廟
ま
で
の
参
道
を
燈

篭
の
灯
り
を
頼
り
に
、
奥
之
院

御
廟
に
向
け
40
分
た
だ
一
心
に

歩
き
、
十
数
名
で
一
二
〇
〇
年

続
く
荘
厳
な
儀
式
を
拝
見
し
ま

し
た
。
ま
た
、
宿
坊
で
も
早
朝

の
勤
行
に
参
加
さ
れ
た
方
も
沢

山
お
い
で
た
よ
う
で
す
。

朝
食
後
、
宿
坊
か
ら
バ
ス
で
奥
之
院
中
の
橋
付
近
ま
で

行
き
、
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
改
め

て
奥
之
院
御
廟
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
金
剛
峯
寺
や
伽
藍

等
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
高
野
山
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
来
年
は
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

９月14日（土）、雲一つない秋晴れの中、13名が参加して、埴生地区の名所・旧跡を訪ねました。

倶利伽羅源平の郷埴生口に集合し、今回のウォーキングを計画していただいた吉田外茂治さんの

挨拶があり、準備体操の後、「いにしえの街道長坂登り口」へ出発。

途中途中の史跡で足をとめ、おやべ観光ボランティア「おやべメルヘンガイド」の橋本政子さんの

解説に耳を傾けながらの休憩です。

若宮古墳、医王院、関野神社、小矢部ふるさ

と歴史館等を回り、倶利伽羅源平の郷埴生口に

戻りました。その後、源平茶屋でうどんとおに

ぎりのランチでほっこり。

ウォーキングと歴史ロマンに思いを馳せる

「健康」で「楽しい」１日となりました。

奈
良
〜
世
界
遺
産
高
野
山
の
旅

薮
波
地
区
　

池

田

勝

義

シルバーウォーキングに参加して
若林地区　松本　彦次

互 助 会 だ よ り



第47号 シ ル バ ー お や べ 令和２年１月10日 （8）

﹁
シ
ル
バ
ー
お
や
べ
﹂
も
回
を
重
ね
、
第
47
号
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、
ご
愛
読
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
５
月
、
皇
位
継
承
に
よ
り
、
元
号
も
﹁
令
和
﹂
と
改

元
さ
れ
ま
し
た
。
新
時
代
の
幕
開
け
を
目
の
当
た
り
に
し
、

た
だ
漠
然
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、﹁
何
か
が
新
し
く
始
ま
る
﹂、

﹁
何
か
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
﹂
等
と
、

良
い
出
来
事
を
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

メ
デ
ィ
ア
で
は
、﹁
日
本
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
は
不
安
定

で
危
う
い
﹂、﹁
人
生
は
百
年
時
代
に
入
っ
た
﹂、﹁
老
後
の
蓄

え
は
二
千
万
円
必
要
だ
﹂な
ど
と
い
う
昨
今
の
報
道
も
あ
り
、

消
費
税
の
増
税
を
実
感
し
た
り
、
私
自
身
が
身
体
の
痛
み
を

感
じ
る
こ
と
も
増
え
た
事
も
あ
り
、
将
来
へ
の
不
安
が
チ
ラ

チ
ラ
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
動
機
を
み
る
と
、

圧
倒
的
に
﹁
健
康
維
持
・
増
進
﹂
が
多
く
、
次
い
で
﹁
生
き

が
い
・
社
会
参
加
﹂
と
回
答
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆

様
が
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
が
、
と

て
も
心
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
不
満
だ
、
不
安
だ
等
と
、

軟
弱
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
56
年
ぶ
り
に
東
京
で
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
若
き
日
、
あ
の
青
空
に
響
き
渡
っ
た
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
は
、
高
揚
感
に
溢
れ
、
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
は
、
シ
ル
バ
ー
で
元
気
に
歩

む
、
私
た
ち
の
応
援
歌
に
聞
こ
え
る
事
で
し
ょ
う
。

皆
様
に
は
、
寒
さ
厳
し
い
折
、
体
調
管
理
、
事
故
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
、
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か
な
年
と
な
る
事
と
皆
様

の
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。広

報
委
員
会　

委
員　
　


田　

千
里

あけましておめでとうございます。会員の皆様におかれましてはお健やかな新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。安全管理委員会では「事故ゼロ」を目指して安全対策を進め
て参りましたが、令和に入り事故が多発しております。会員ひとりひとりが安全意識を高め
る心がけこそが事故ゼロを実現するうえで最も大切であると考えます。
先般、県連合会の安全・適正就業指導員の斉藤氏に安全就業についてお話を伺い、また一

緒に安全パトロールを実施しました。
「安全はすべてに優先する」をモットーに安全確認（指差し呼称）を実行しましょう。
安全適正就業の重要性を再認識していただき、地域社会に感謝され喜ばれるシルバー人材

センターになるように頑張りましょう。
これから寒さが一段と厳しくなりますのでより一層健康管理に努めましょう。

安全管理委員会　委員長　本田　昭紀

あ
と
が
き

行 事 案 内
●地区懇談会
とき　２月上旬から

場所　各地区

●安全就業講習会
とき

　３月６日（金）

　午後２時から

場所

　クロスランドおやべ

　　　　メインホール

※詳細が決まり次第、

　改めてご案内いた

　します。

事故発生状況

前号発行時より1件の事故が発生しました。下半期においては、工場内作業の1件のみの発生となっていますが、十分に
注意をして仕事を行ってください。

飛　石
（機械刈作業）３件

施設の一部破損
（機械刈作業）１件

交通事故
（通勤途上）１件

虫刺され
（除草作業）１件

切り傷
（清掃作業）２件

指挟まれ
（工場内作業）１件

平成31年4月〜令和元年12月

ほのぼのコーナー

Ｑ１　大変元気に活動されていますが、練習の頻度は？
Ａ１　パークゴルフは天気が良ければほとんど毎日、ゲー

トボールは薮波の仲間と週３回ほどです。

Ｑ２　パークゴルフとゲートボールをする日もあると思い
ますが、疲れませんか？

Ａ２　お陰様で動くことで元気を保て、雨などで活動しな
い体調不良でうずうずするくらいです。

Ｑ３　ほかにもソフトボールの審判やカラオケなど多趣味
とお聞きしましたが。

Ａ３　年をとっても常に好奇心を持ち続けていこうと思っ
ていますが、さすがにソフトボールの審判は控えて
います！

Ｑ４　心がけていることを教えてください。
Ａ４　パークゴルフでもゲートボールでも、その他いろん

なものに対し真剣に取り組むことかと思います。
ちょっと熱を入れすぎたと反省することも・・・(笑)

Ｑ５　受賞歴が多々
あるとお聞き
しましたが、
差し支えない
範囲で教えて
ください。

Ａ５　平成29年度　市長寿連パークゴルフ大会　優勝
　　　平成30年度　県選手権パークゴルフ市予選　優勝
　　　平成30年度　市協会長杯パークゴルフ　優勝
　　　令和元年度　市協会長杯パークゴルフ　優勝　ほか

Ｑ６　現在82歳　ますますお元気で活躍されることを期
待しています。

Ａ６　身体の動く限り頑張ります。何分にも好きな事をさ
せてくれている、家内の理解と協力には感謝してい
ます。

（インタビュー　　広報委員　谷　博道）

パークゴルフにゲートボールに元気に活動されている綾村多弥雄さんを
Ｑ＆Ａにて紹介します。

安 全 管 理 委 員 会 だ よ り


